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ヨーロッパ近世貴族の家系意識
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いうまでもなく、 ヨーロ ッパにおいて貴族の起源は中世にさかのぼる。 11世紀初頭
には、 史料記述の中にいわゆる三職分の一つとして 「戦う者」 が登場し、12世紀には











無骨な城塞ではなく、 むしろ美しく装飾を施された 「シャトー」 と呼ぶべき貴族たち
の優美な城館が多く登場したのも近世である。 このような城館において、 あるいは国
王の宮廷において、 華麗な生活をおく った貴族たちは、 概ね近世に出現したといって
まず間違いはない。
確かに、 近世ヨーロ ッパにあっては、 時代とともに貴族たちは歴史の檜舞台の主役






く ない。 場合によっては、 当時の民衆文化以上に今日の私たちの生活に影響を及ぼし
ていると もいえる。 




そこで、 本年度のシンポジウムでは、 このような ヨーロ ッパ近世貴族に焦点を当て、
彼らの存立に大きく かかわった家族継承や家系意識を念頭に置きつつ、 3 名の近世史
の研究者の方々に幅広いテーマで報告をしてもらうことにした。
滝澤聡子氏 (関西学院大学) は、 伝統的といってよい土地貴族が中心となる近世フ
ランスにおける女性相続人という興味深いテーマを扱う。 続いて、 藤内哲也氏 (鹿児
島大学) は時期的には同じではあるが、 都市国家を多く抱えたイタリアの、 しかも海
洋国家という特異な存在、 ヴェネツイア共和国の貴族政治について論じる。 そして最
後に、 山本正氏 (大阪経済大学) は、 大西洋を経て新世界へと発展を遂げることにな
るイギリスにおいて、 まずその足がかり となったアイルラ ンドでの成り上がり貴族に
ついて詳しく論述している。
3 名の報告は、 それぞれの地域性と もあいまって多様な内容となったが、 専攻分野
を異にする司会者の不安をよそに、 フロアからは非常に活発で深みのある質問が出さ
れて、 自然と熱のこもった議論が予定時間を軽く オーバーして展開することになった。 
報告者ならびに質問をして下さった参加者の方々に感謝申し上げたい。 
